










　1967 年,Switzer らは胆道閉塞を伴う黄疸患者血清中に正常血清には認めら

れない,low density lipoprotein(LDL)が存在することを免疫学的方法を用い

て明らかにし,これを obstructive lipoprotein(OLP)と呼んだ。1969年,Seidel

らはこの異常リポ蛋白を LP-X と命名し,免疫電気泳動法を用いて種々の黄疽患

者血清について検討し,肝内,肝外胆管の閉塞による黄疽の際に LP-X が出現す

ることを認め,その鑑別診断の指標となることを強調した。


